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オリンピック・パラリンピック推進担当 

 

ホストタウン事業の準備状況について 

 

ジンバブエ共和国のホストタウンとして、区は、事前キャンプの受入れや、選手と地域

の方との事後交流等を予定しています。実施に当たっては、区に受入責任が生じ、新型コ

ロナウイルス感染症対策の徹底が求められています。 

区は、受入マニュアルを作成するとともに、選手等の移動に当たっては、専用バスを用

意するなど、万全の準備に努めます。 

 

１ 経緯 

区が、ホストタウンとしてジンバブエ共和国を受け入れるに当たり、これまで感染症

対応や必要経費の負担など、具体的な内容が明確ではありませんでした。 

その後、国及び組織委員会から、ホストタウンの受入れに関するマニュアル案や区市

町村の役割が示され、国の令和２年度第三次補正予算において、ホストタウンや事前キ

ャンプ地での感染症対策経費が成立しました。これによって、区のホストタウン事業に

係る感染症対策経費が、国の交付金によって全額充当されることが明らかとなりました。 

同国の東京２０２０大会への出場選手の決定が遅れている状況ではありますが、区は、

受入れに必要な万全の感染症対策に取り組んだ上で、同国との交流を進めます。 

 

２ 受入責任について 

  選手等の入国後１４日間におけるホストタウン等への滞在期間中は、自治体に一定の

受入責任（選手等の行動管理を行うこと等）が生じます。具体的には、以下の内容を実

施することが区に求められています。 

（１）特例入国における受入責任者として徹底した防疫措置を講じる誓約書と本邦活動計

書を作成し、内閣官房へ提出 

（２）内閣官房が示す「ホストタウン等における選手等受入れマニュアル（例）」に準じ

たマニュアルを都度作成し、当該国（団体）と事前に合意書を締結 

【マニュアルの内容例】 

① 入国や出国、国内での移動に際してのコロナ対策（空港内や公共交通利用時の一般

利用客との動線分離、フィジカルディスタンスの確保、専用車両の手配、アテンドの

随行 等） 

② 宿泊施設のコロナ対策（客室フロアや食堂の貸切、ＥＶ等での一般利用客との動線

分離など、不特定多数との接触のない方法の確保 等） 

③ 感染疑いや陽性者が発生したときの対応（医療機関、保健所等との事前調整、発生

時の対応 等） 

④ その他（宿泊場所、競技会場、練習会場以外への外出禁止の徹底 等） 
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３ ジンバブエ共和国の概要 

Ｎｏ 項目 内容 備考 

（１） 面積 約３８.６万㎢ 日本：約３７.８万㎢ 

（２） 人口 約１,４４４万人 ２０１８年 世界銀行調べ 

（３） 首都 ハラレ  

（４） 言語 英語、ショナ語、ンデベレ語 等  

（５） 駐日大使館 港区白金台五丁目９番１０号 

１９８２年（昭和５７年） 

３月８日～現在 

タイタス・メリスワ・ジョナサ

ン・アブーバスツ特命全権大

使 

（６） 前回大会 オリンピック ：３１人（アーチェリー、陸上競技、馬術、 

女子サッカー、ボート、射撃、競泳） 

パラリンピック： ６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 選手団の人数（想定） 

（１）オリンピック 

   選 手：６名 

   関係者：１８名 

   競 技：陸上、競泳、ボート等 

（２）パラリンピック 

   選 手：６名 

   関係者：１８名 

   競 技：陸上、ボート等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響で、アフリカ大陸内の予選等が開催できていな 

いため、現時点で出場が決まっている選手は、パラリンピックのボート１名です。 
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５ 受入の内容 

（１）オリンピック 

  ① 新型コロナ対策 

   ・宿泊時のフロア借り上げに係る空き室の確保（１４泊） 

   ・送迎バスの確保（１４日間） 

   ・添乗員の確保（英語対応） 

   ・感染症対策マニュアルの作成 

   ・コロナ対策備品の用意 

  ② 事前キャンプ 

出場競技が決まり次第、具体的な調整に入ります。 

  ③ 事後交流 

    区は、これまでの間、大会の気運醸成イベントにジンバブエ共和国大使館の職員

等を招待することや、区立白金の丘学園で同国の料理を再現した給食を提供し、同

国大使との交流を深めるなど、様々な事業に取り組んできました。 

今後、区は、大会出場を終えた選手と地域住民等との交流を実施する予定です。 

大会期間中に区が主催するコミュニティライブサイト等において、ジンバブエ共

和国の選手を来場者とともに応援すること、同国大使館での交流イベントに地域住

民等を招待すること、同国の料理や文化を体験できる事業を実施するなど、新型コ

ロナウイルス感染症対策に十分留意しながら、積極的な交流を進めます。 

 

（２）パラリンピック 

オリンピックと同様の内容で調整中 

 

６ 今後のスケジュール（予定） 

  令和３年５月末    受入マニュアルの作成 

      ６月上旬   図上訓練の実施 

        ６月     令和３年第２回港区議会定例会（補正予算案） 

      ６月末    区とジンバブエ共和国による合意書等の締結 

      ７月２３日  オリンピック開会 

      ８月 ８日  オリンピック閉会 

      ８月２４日  パラリンピック開会 

      ９月 ５日  パラリンピック閉会 


